
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇理事あいさつ 

少しずつ季節が進んで来ておりますが、どうぞお体くれ

ぐれもご自愛下さい。小生の主題でもお伝えしています、

YYY の共働に関しまして皆様と情報共有をさせて頂きます。

第 1 回役員会でも決議して頂きました『Y’s SDGs Youth 

Action2026』のお願いです。過去 2 回の反省も踏まえ、西

日本区全員、東日本区、YMCA 三者で取り組んで参りまし

ょう。詳細は、追って西日本区書記からも発信して頂き、西

日本区 HPにも掲載致します。YYYライフをご一緒に楽しみ

ましょう!! 8 月にも、様々な集いに参加させて頂き、皆様か

らも貴重なアドバイス等を頂きました。 １）6 日は京都トッ

プスクラブの EMC 例会に参加致しました。クラブのメンバ

ーが友人達とご一緒に納涼例会に参加され、賑やかな為

になる集いでした。又、嬉しい事に新メンバーの入会式も

執り行われ、久保田事業主任とご一緒にお祝い致しました。 

２）9 日は京都 ZERO クラブ 15周年記念例会にお招きを頂

き、お祝いも皆様にお伝え致しました。約 240 名のワイズ、

コメットが集い、賑やかな祝会になりました。10 周年のお祝

いはコロナ禍で中止になり、今回は熱い想いが様々なプロ

グラムに伝わる素敵な集いになりました。 

20 周年に向け、IBC にも興味を持って頂き、益々元気な

YYY ライフを送られます様に期待申し上げます。 

 ３）24日は大阪河内クラブ 50周年記念祝会にお招きを頂

きました。同じ阪和部の仲間、諸先輩から以前からご指導

を頂いており、ゆっくりと大阪 YMCA 会館にて心のこもった

おもてなしを頂きました。お祝いメッセージの中でもお伝え

しましたが、老舗クラブですが現在はご苦労をされていま

す。YYY 力を合わせ追い風が吹きます様に阪和部長とご

一緒に応援して参ります。 ４）9 月 10 日は、高島クラブの

入会式に立ち合い、皆さまとご一緒にフレッシュな新メンバ

ーの加入で益々活性化される嬉しい例会になりました。 

9 月中旬からは、部会シーズンが始まります。交流はワ

イズの醍醐味。各部が様々な趣向を企画して頂いていま

す。多くの仲間と語らい、更に友情を深め、新たな力を頂く

交流の場に致しましょう。 

理 事 通 信 
２０２５年10 月号

 

◇主題 

『世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう!!』 
“Let’s enjoy the YYY life together with our friends all over the world!!“ 

 

◇副題（スローガン） 

『あなたに寄り添う。あなたを忘れない。』 

”Stay with you. Never forget you. 

 

2025-2026 年度  

西日本区理事 中井信一 

編集&発行・西日本区理事事務局 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  YMCAへの理解を深め、未来に向けた協働を！ 

山本 一博 Ｙサ・ユース事業主任（京都パレス） 

10月強調月間  ASF 

荒川恭次 広報・情報委員長（名古屋グランパス） 

 

大 阪 河 内 ク ラ ブ 5 0 周 年 記 念 例 会 ⇅ 

高 島 ク ラ ブ 入 会 式 

京都 Z E R O ク ラ ブ 1 5 周 年記 念例 会 ⇅ 

京 都 ト ッ プ ス ク ラ ブ E M C 例 会 



 

 

 
 

京都部会 
417名が集い、国際性と文化的奉仕を体感！ 

2025年 9月 13日（土）、ホテルオークラ京都にて「第 30

回 京都部部会」が盛大に開催されました。 

当日は京都部内外から 417 名が参加。京都部 18 クラ

ブに加え、京都部外からも 22 クラブが駆けつけてくだ

さり、会場は活気と笑顔に包まれました。 

 

第一部、YMCA がブラザ

ー協定を結ぶ インド・韓国・

台湾の来賓をお迎えし、ワイ

ズメンズクラブが世界各地と

つながる「国際的な奉仕クラ

ブ」であることを改めての認

識を目的とした式典としては

ご理解いただけたところと思

います。 

海外の来賓を前に、奉仕の輪が国境を越えて広がって

いることを実感できたひとときでした。 

 

第二部、京都市少年合唱団を招き、演奏を披露いただ

きました。YMCA が掲げる「青少年育成」に、文化的側

面を加えた奉仕活動の重要性を提案するものです。澄

んだ歌声に会場は大きな感動に包まれ、芸術を通じて

子どもたちの心を育む取り組みもまた奉仕活動である

と強く印象づけられました。参加者からは「感動した！」

との声が多数寄せられました。 

ワイズメンのマナーの良さとスタンディングでの賞賛

をいただいたときは感動で鳥肌が立ちました。文化を通

じて子どもたちを育むことも、立派な奉仕活動の一つ。

改めて「育

成」というテ

ーマを、芸

術の力を通

して考える

機会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

第三部、大交流会と銘打ちまして京都部所属のクラ

ブ会長が会場のテーブルを回り一年間の活動アピール

など交流をもって挨

拶をしていただきま

した。幟をもって回

る姿はさながら戦

場を連想さす様な

雰囲気でした。各会

長の熱気で一層盛

り上げていただきま

した。また各会長に事前に提出いただいた資料を基に

壇上では山田国際交流事業主査が色を付けての報告

で盛り上げていただけました。「うちのクラブも頑張ろ

う！」と刺激を受けた方も多かったのではないでしょうか。 

40 クラブの思いが集まることで、会場全体の一体感が

ぐっと強まった場面でした。 

まとめとしまして【国際的なつながりの再確認】【文化

を通じた青少年育成】【何は無くともワイズは交流】とい

う 3つのテーマを隠塚京都部部長中心に進行し、第 30

回という節目の部会を成功させることができたのは、日

頃から支えてくださる皆さまのおかげです。 

このカチカチなテーマで隠塚京都部部長のらしさが伝

わっていると何よりです。ご参加していただいた皆様に

は【緑】がこびりついている事でしょう。 

最後になりましたが、進行にご協力していただきました

来賓の皆様、京

都部各会長、何

よりご参加して

いただきました

皆様方に心より

感謝申し上げま

す。 

京都パレスワイズメンズクラブ 

第 30回京都部部会実行委員長 

安原弘治  

部 会 報 告 



 

 

中西部会 
 去る 9 月 14 日（日）第 29回中西部部会を開催しま

した。当初から日程は、京都部部会の翌日にしようと考

えておりました。京都部部会には多くの方が参加されま

す。遠方から参加されるワイズメンが関西に泊まってそ

のままご参加出来るように、と考えてのことです。 

 特に今回の部会では 120 名の参加者目標数を設

定しました。これは、近年の物価高騰もあり、その参加

者数がないと赤字になってしまうからです。早くから日

程を決め、案内チラシを作成し PRに努めてきました。 

 開催日当日、参加者数は 146名でした。会場である

ホテルアベストグランテ高槻の収容人数が 150 名だっ

たので、会場ギリギリまでの参加者数があり、改めてワ

イズメンの連帯に感謝の念が強まりました。 

 今期の掛谷

部長の活動方

針 の 1 つ に

YMCA リーダー

とのつながりを

強めるという方

針がありました。

部会開催時期

の 1 か月ほど前に熊本で開催された AYC に中西部で

支援した YMCA リーダーが参加していました。そのリー

ダーに AYC での活動報告をしてもらいました。リーダー

の活動報告は、パワーポイントや動画を駆使し、その充

実した内容・交流模様が、会場で聞いていた部会参加

者によく伝わったと思います。支援した中西部のワイズ

メンもとても喜んでいました。 

 第一部の式典では、来賓挨拶などの他に、国際 

 

 

ブースター賞の授賞式の時間を設けました。中西部

では、掛谷部長が二年連続で受賞しました。近年、中

西部ではクラブが解散したり、入会式が全くなかった年

もありました。会員減少に苦しむ中西部で復調の兆しが

見える時間になりました。 

 第二部では懇親会を開催しました。乾杯の後に、こ

のおよそ 1 年間の中西部での新入会員の紹介を行い

ました。大阪茨木クラブ、大阪西クラブ、大阪センテニア

ルクラブの新入会員を紹介しました。新入会員の平均

年齢が 40 歳代と

若いメンバーが

増えました。その

ことを中西部以

外の部のワイズ

メンに PR するこ

とが出来ました。 

 懇親会では音楽ステージとしてジャズライブを行い

ました。ここでちょっとしたトラブルもありました。当初は、

出演者３名のために控室を用意しようとしておりました

が、空き部屋がなく、用意出来ませんでした。関西万博

などの影響でしょうか、やむなく音楽出演者の方達には

同じ会場に座ってもらい、一緒にお食事もしてもらうこと

となりました。 それでも素敵なステージを披露してもら

い、会場のみなさんには楽しんでもらえたと思います。

帰り際に、会場出口で販売した音楽出演者の CD もお

陰様で完売となりました。 

 部会後は、残った有志で高槻近辺のお店で二次会、

三次会と部会の余韻を楽しみ、交流を深めるひと時も

出来ました。 

 部会が終われば「その年の半分が終わったよう

な・・・」というお話をよく伺います。しかしながら、茨木ク

ラブでは 2年後に西日本区理事を選出しようと動いてい

ます。この勢いのまま更に新入会員を増やし、ワイズメ

ンズクラブ全体を盛り上げていくよう今期の活動を続け

ていきます。 

中西部書記    

清水 真一（大阪茨木クラブ）



 

 

 

聖書にはクリスマスの出来事として、野宿していた羊飼いに天使がイエスの誕生を告げる場面がでてきます。 

「恐れるな」という言葉をうけ、外に出てみると天の大軍が讃美していました。その迫力に驚き、「神と共にある」ことに

圧倒されたのです。 

 

経営学の本に「信仰とは、人が本質的に孤独であることを受け入れることである。そして、たとえ死の瞬間までであ

ったとしても、神と共にあることの確実さに圧倒されることである」。とありました。経営の根本にも「神と共にある」こと

に圧倒されることが大切だと教えられました。 

 

クリスマスの夜、羊飼いたちは天使の大軍に圧倒されました。神がいまここに共にいて下さることの喜びに震えてい

ました。この不安定な世界の中で、神が共にあることの確実さに圧倒されることが大切です。ワイズメンの働きも神

が共にいて下さる。だから圧倒されるものです。そのことに気がつきワイズの使命を果たしてまいりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖句・聖書小窓  2025年 9月号 聖書の小窓 

 

「圧倒される」  ルカ ２：１３  

すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。 

「いと高きところには栄光、神にあれ、地には平和、御心に適う人にあれ。」 

 

西日本区チャプレン 立野 泰博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア太平洋地域会長 

ワイズ戦略委員会委員長 

田上 正（熊本むさしクラブ） 

ワイズ戦略委員会、国際の潮流 その１ 

 

国際とともにアジア太平洋地域はどのように運動を進めていくべきなのか、どの

ような話し合いが行われているのかをこのシリーズを通して皆様にお伝えしようと

思います。先ず、ワイズメンズクラブ国際協会（YMI）の Strategy2032 とは、何でし

ょうか？創立 100周年を機に、2022年に制定された YMI の中長期計画のことで

す。  

YMIが 2032年にはどのような組織になっているかの目標およびそのための戦

略をまとめたものです。YMI は、公平で持続可能な世界を築くために、互いに刺激

し合い、協力し合って、親睦（フェローシップ）と地域社会への影響力において卓越

した組織となること、健康、環境、教育に重点を置いて奉仕活動を行っていくこと等

が謳われています。2016年に制定された「2022 年とその先に向けて」

（Towards2022 & Beyond」)および 2019 年に制定された「チャレンジ 22」(Challenge 

22)の後継計画でもあります。 



 

 

  

 

   

 

 

 

 

小さくされている隣人に寄り添う 

YMCA の国際協力は、世界につながる YMCA と

共に難民支援、コミュニティ支援、災害支援、そし

て国際理解のための活動を行い、多様な文化や価値

観が存在する世界で一人ひとりが大切にされ、平和

な社会を目指しています。YMCA は救援活動を専門

とする組織ではありませんが、社会教育の分野でこ

れまで積み上げてきたノウハウとネットワークを生

かし、協力団体や協力者と共に支援活動を展開して

います。特に昨今、ウクライナやパレスチナでは侵

攻や紛争によって、多くの犠牲者が出ている中、

YMCA が取り組んできた支援活動を改めてご紹介

いたします。 

 

・ウクライナ避難者支援活動 

2022 年 2 月から続くウクライナ侵攻に対し、

YMCA は当初から支援を続けてきました。3 月初旬

に日本への避難を希望された方の出国から来日まで

を、ポーランド YMCA・ヨーロッパ YMCA 同盟と

連携しサポートしたことを機に、1 年間で 165 人の

来日を支援しました。5 月には他団体と協働で、避

難者とそのご家族のための交流・学びの場“Ukraine 

Café HIMAWARI”をオープン。オンラインの日本語

教室や生活相談も始めるなど、来日後の支援にも力

を入れています。7 月からは関係省庁や東京都と連

携し、避難者宅を訪問してニーズ調査するなどの支

援を担っています。 2025 年 2 月、侵攻開始から 3

年が経ち日本財団による生活費支援が打ち切られる

も、終わりの見えない避難生活の中、仮に停戦・終

戦が迎えられても 9 割以上の避難者が即時帰国を希

望していない状況にあります。YMCA では長期滞在

されている方々のこれからの生活に寄り添う“伴走

支援”を、これからも継続していきます。 

 

 

ウクライナ緊急支援｜YMCA は平和を希求し、平

和のために働く⇒ 

ウクライナ避難者支援募金サイト⇒ 

 

・パレスチナ緊急支援 

日本の YMCA とパレスチナの YMCA は 1990 年

代から交流があり、2000 年代には、現地の人々の生

活を支えつつ平和を願い、紛争で失われたオリーブ

畑を再生するために苗木を送る「オリーブの木キャ

ンペーン」をはじめとした支援活動を継続してきま

した。 2023 年 10 月 7 日以降、ガザ地区での大規

模な軍事衝突により多くの犠牲者が出る中、世界

YMCA や東エルサレム YMCA、ガザ YMCA と協働

し、募金活動やオンライン祈祷会などの活動を続け

ています。2025 年 9 月には、世界 YMCA の呼びか

けにより 10 万ドル近い募金が集まり、食料支援が

行われました。ガザ地区にあるガザ YMCA は、2023

年 12 月の攻撃により会館は完全に破壊され、活動

休止中にも関わらず、現地の人道支援の中心的な働

きを担っています。 9 月 29 日、日本 YMCA 同盟

は、戦闘開始から 2 年を前に、国際 NGO 共同で人

道支援と停戦を求める声明を発表しました。YMCA

ではこれからも、現地の状況が改善するその日まで、

支援を続けてまいります。 

パレスチナ緊急支援について⇒ 

パレスチナ緊急支援募金⇒ 

 

YMCA ではこの他にも、災害支援やコミュニティ

支援など、様々な形で世界とつながり、国際協力、

支援活動を行っています。ワイズメンズクラブのみ

なさまには多大なるご支援を賜り、誠に感謝申し上

げます。これからも HP 等で情報を更新してまいり

ますので、引き続きご支援のほど、よろしくお願い

いたします。

YMCAニュース 

～YMCAの国際支援～ 

西日本区担当主事 大澤篤人 

https://www.ymcajapan.org/ukraine-ymca-stands-for-peace-ymca-works-for-peace/
https://www.ymcajapan.org/ukraine-ymca-stands-for-peace-ymca-works-for-peace/
https://www.ymcajapan.org/ukraine-donation/
https://www.ymcajapan.org/ymca-works-for-peace-20231007/
https://www.ymcajapan.org/topics/20231101-2/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本区ワイズメネット委員会より 

京都部部会で「メネットの集い」開催 

 

9月 13日の京都部部会における「メネットの集い」には 64名（内メネットは 14名）の参加が

あり、メネットとともに女性メンバーが集える機会がもたれました。 

 

前期京都部においてメネット会に関するアンケートが実施され、西日本区全体で調査した結

果と同様にメネット会の活動の難しさが浮き彫りになりましたが、隠塚部長は他の奉仕団体との

違いを鑑み、メンバーとメネットが一緒に活動できる機会をつくることは今後の各クラブでの活動

に活かされるとのお考えから開催を決められました。 

 

ひとり親家庭向けシェアハウスを運営して、安心してお子さんと暮らせる場所を提供しておら

れる一般社団法人「みおつくし」代表理事松田様を講師にお迎えしての学びは、 

今後京都部各クラブでも広げていかれることと思います。クラブ会長の皆様が同席されてい

たことも意味があったと感じました。 

 

〜メネットもワイズライフを楽しみましょう〜 

 
隠塚部長の思いが込められた「メネットの集い」に参加させていただき感謝いたします。 

 

 



 

 

 

                    ワイズメンズクラブ国際協会  

西日本区理事  中井 信一 

                    地域奉仕・環境事業主任 丹吾 礼 

                    西日本区ワイズメネット委員会  

代表 大野 智恵 

                   

〜西日本区メネット相互の親睦推進のための支援をご活用ください〜 

 

 今期より「YMCA サービス・ユースならびに地域奉仕・環境事業資金運用細則」が施行

され、各部でメネットの親睦推進活動をされる場合、西日本区の地域奉仕・環境事業資金

を活用できることとなりました。 

各部からの申請は、年１回に限られていますが、参加されるメネットならびに女性会員

ひとりあたり上限 500 円の支援金申請ができます。 

各部の部長（部主査）から地域奉仕・環境事業主任（丹吾 礼）あて、支援金の申請を行

なってください。その際には、ワイズメネット委員会代表（大野智恵）にもお知らせくだ

さいますようお願いいたします。 

 なお、本件に関するご不明点・疑問点等がありましたら、各部の部長を通じて地域奉

仕・環境事業主任（丹吾 礼）まで、お問い合わせください。 

 また、親睦推進活動の実施内容・詳細に関するご相談などはワイズメネット委員会代

表（大野智恵）までお問合せください。 

 

  

「西日本区におけるメネットの親睦活動の推進と親睦活動支援金の活用について」 

 



 

 

2025～2026 年度 各部部会開催日程 

 

部 開催日 曜日 開催地・会場 ホストクラブ 

中 部 2025年 10 月 04 日 土 とやま自遊館 とやま 

びわこ部 2026年 02 月 15 日 日 エクシブ琵琶湖 彦根シャトー 

京都部 2025年 09 月 13 日 土 ホテルオークラ京都 京都パレス 

阪和部 2025年 09 月 27 日 土 大阪 YMCA（土佐堀） 大阪泉北 

中西部 2025年 09 月 14 日 日 ホテルアベストグランデ高槻 大阪茨木 

六甲部 2025年 11 月 15 日 土 神戸クラウンパレスホテル 神戸西 

瀬戸山陰部 2025年 11 月 08 日 土 
由志園 

＜松江市八束町（大根島）＞ 
米子 

西中国部 2025年 10 月 25 日 土 広島 YMCA 福山 

九州部 2025年 10 月 11 日 土 メルパルク熊本 熊本 Nスピリット 

                                                  

2025～2026年度 第 29回 西日本区大会及び関連行事予定 

 

行事名 開催日 曜日 会 場 

前夜祭 2026年 6月 12日 金 KOTOWA奈良公園 

区大会  2026年 6月 13日 土 なら 100年会館 

区大会（懇親会） 2026年 6月 13日 土 ホテル日航奈良 

第 4回区役員会 

2026年 6月 13日 土 ホテル日航奈良 

第 2回区準備役員会 

区年次代議員会 

元理事懇談会 

担当主事の会 

メネットアワー 
 
 

 











第24回 瀬戸山陰部 部会
日程 ： 2025年11月8日（土）
第１部 部会
登録開始 15：00～
開催時間 15：30～17：00
場 所 由志園 （紅葉のライトアップがご覧いただけます。）

（大根島 松江市八束町波入1260-2 TEL 0852-76-2255）

記念座談会 「ひとり親家庭が直面する課題を考える」（メネットアワー）
井田 智子 （鳥取県母子寡婦福祉連合会）

水田 美世 （皆生の居場所「ちいさいおうち」管理人）

福永 君二 （瀬戸山陰部部長、元良善幼稚園園長）
第２部 懇親会・交流会
開催時間 18：00～20：30

登録料 第１部のみ 1,000円 （由志園入園料含む）

第１・２部 10,000円 （由志園入園料・飲食事代・米子 大根島移動費含む）

お車でお越しの方で、懇親会で飲酒を予定の方は、ホテルルートイン米子にお車をお停めください。

由志園へは送迎バスでご案内します。飲酒をされない方は、車で由志園へお越しください。

由志園には無料駐車場がございます。

14：30 送迎バス ホテルルートイン米子を出発

後泊される方は、ホテルまで送迎バスでお送りします。

21：00 送迎バス 由志園を出発 （ホテルルートイン米子、米子駅、米子聖ニコラス教会行き）

後泊のご案内
ホテルルートイン米子（禁煙30名仮予約済，シングル20室・ツイン5室）

米子市糀町2丁目200 TEL 050-5576-7803  0859-36-0551

宿泊料： シングル 9,700 円，ツイン 17,900 円
無料バイキング朝食、天然温泉大浴場、無料Wifi、無料平面駐車場、

エクスカーション
日程：2025年11月9日（日）
9:00 ホテルルートイン米子出発

JRでお越しの方は、米子メンバーのお車に
分乗していただきます。

10:00 松江城堀川遊覧
松江城の内堀を小舟で50分かけて1周します。
船から眺める松江城・武家屋敷・街並みは魅力です。
途中、低く狭い橋をくぐる船旅は、スリル満点！

11:00 小泉八雲記念館
今年のNHK朝ドラ後半の主人公は、小泉八雲
の妻小泉セツ。文化人類学者ラフカディオ・ハーン
と小泉セツの歩みを知ることができます。

12：00 松江堀川・地ビール館で昼食
割り子そばとしじみ飯を堪能

13：00 徒歩で松江城へ出発
13：20 国宝松江城

国宝で現存天守の松江城を堪能。ガイド付き

15：00 駐車場まで徒歩で帰り現地解散
JRでお帰りの方は、JR松江駅までご案内します。

皆さんのお越しを

お待ちしています。

瀬戸山陰部

部長 福永 君二

米子クラブ

会長 野口 純一











6月12日

ワイズメンズクラブ国際協会

第29回 西日本区大会

2026年6月13日 なら100年会館
ホテル日航奈良
前夜祭
KOTOWA奈良公園 Premium View

金

土

ホストクラブ:奈良クラブ
サブホスト:和歌山クラブ、大阪サウスクラブ、大阪河内クラブ、

大阪長野クラブ、大阪泉北クラブ、和歌山紀の川クラブ
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